
部活動 選手権大会がスタートしています。（結果はホームページにて）
部活動が再開してからまだ数日ですが、陸上部を皮切りに男子ソフトテニス
部、水泳部の選手権大会が行われました。
まず先陣は陸上部です。６月１９日（土）２０日（日）の２日間、たけびし
スタジアム京都（西京極陸上競技場）で選手権大会が行われました。
初日は雨、２日目は熱く厳しい日差しの照りつけるグラウンドでのレースと
なりました。男女陸上部のメンバーはそれぞれのベストを目指して一生懸命
走りました。大変な２日間でしたが、力の限りを尽くしてくれたと思います。

続いて７月３日（土）は男子ソフトテニス部が個人戦（ブロック予選）
に挑みました。多くのペアが出場する中、２組のペアが全市トーナメント
への進出を決めました。全市大会ではひとつでも多く勝ち上がれるよう頑
張って欲しいと思います。

水泳の選手権大会は７月４日（日）京都アク
アアリーナで開催されました。多くの選手が
エントリーする中、３年生男子Ｍ君が１００
ｍバタフライで５位、２００ｍバタフライで
も４位と見事に入賞を果たしました。このあと女子ソフトテニス部の個人
戦、サッカー、男女バスケットボール競技などは夏休みが始まる前に大会
がスタートしていきます。そして、夏休みに入ると府大会、近畿大会、全
国大会につながる熱い戦いは本格的になっていきます。どの部活も今まで

培ってきた力を思う存分発揮し、全力で頑張ってもらいたいと思います。

ボランティア部が「淀緑水の径」の皆さんと共に地域で花植えをしました（６／２５）
校門を出て川沿いに向かう道の途中にある菜園にボランティア部の皆

さんが花を植えてくれました。
今回「淀緑水の径（よど りょくすいのみち）」という地域団体の皆さ
んからお声かけをいただき、一緒に花を植えることになったのです。
「淀緑水の径」の会は約２０年前に発足したボランティア団体で、
「淀 さくらを育てる会」と共に、地域の緑地に関する様々な取組をし
て下さっております。マリーゴールド、ひまわり、ジニア（百日草）の
３種を６人の部員がせっせせっせと汗をぬぐいながら一生懸命飢えてく
れました。１時間ほどの作業でしたが、とても良い時間を持てました。
「淀緑水の径」の皆様、お暑い中、どうもありがとうございました。

なお、ボランティア部の生徒たちは今回のことを「花でつなぐ地域の心」活動と名付けました。今後も花
で地域の人達の心をつないでいけたら嬉しいですね。

１年生防災学習（７／１）「大淀中学区（大淀中・明親小・美豆小）セーフスクール事業」
大淀中学区の三校（大淀中・明親小・美豆小）では教育委員会から「セー
フスクール事業」という防災についての研究指定を受けています。特に河
川に囲まれたこの地域にとっては水害に対する意識を高めていく必要があ
り、今後も三校で連携を常に図っていくことにしています。７月１日（木）
５限に河川レンジャーの鎌田さんにお越し頂き、水害についての講演をし
て頂きました。大淀中学校区はハザードマップで見てみると、水害が出た
場合に浸水する箇所が多いことがよく分かりました。実際、大淀中学校も
２階くらいまで浸水してしまう可能性があるようです。川に囲まれた地域
であるがゆえに、水害に対する意識はしっかりと持っておく必要がありま

す。今回はたくさんの資料を頂きました。各自がタイムラインを作成し、行動パターンをシミュレーショ
ンできました。ご家庭でも一緒に水害について考えて頂く機会になれば幸いです。大変良い時間になりま
した。
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オンラインで生徒総会（７／２）
７月２日（金）５６限に生徒総会を実施しました。昨年度に続き、全校
集会での実施は出来ませんでしたが、teams を使って各クラスをつない
で実施できました。開会宣言から始まり、続いて生徒会長が挨拶をしま
した。その後３つの議案を提案し、採決されました。各学級からの要望
及び回答についてもしっかりと受け答えが出来ていました。最後の閉会
宣言まで集中して行い、時間も短く感じました。どの生徒も堂々と発表
してくれ、頼もしかったと同時に、聞いていた生徒たちの反応もすばら
しかったです。今後益々大淀中学校が誰もが過ごしやすいと感じられる
学校になるようみんなで取組んでいきましょう。

２年生総合学習 バザー「さざなみソウルタウン」（７／５）
２年生は総合的な学習の時間を使って、各グループで作成したしおりやキ
ーホルダー、ストラップ、オブジェなどの販売、またトランプを使った手品
のショーやペットボトルを使ったボーリングなどのゲームなど、教室内にた
くさんブースを作ってお客を呼び込み、それらを仮想紙幣（１００ＹＯＤＯ
紙幣や１０ＹＯＤＯ紙幣）で各自がお金を落としていくというバザー形式の
取組を行いました。そのタイトルも「さざなみソウルタウン」です。お客は
交代制で生徒や教職員です。私も５００ＹＯＤＯを持って、ゴム鉄砲で景品
を狙うゲームに参加したり、手品を見たりしました。「校長先生、これどう
ですか！？」と笑顔で声をかけられるとついついいろいろと買ってしまいました。中でも２名のマジシャン

に見せてもらったトランプマジックは驚くばかりで、話術も含めて本当に素晴らしかっ
たです。いきいきとしたすべての生徒の表情がすてきでした。そしてこういう風に商売
が成り立っていることを知ることができたと思います。場所代、材料費、これらもＹＯ
ＤＯ紙幣を使って、そこから利益を生むために値段を決め、ポスターを作って販売まで
行うというすごく貴重な体験でした。２年生の皆さん、本当にお疲れ様でした。また２
学期にはより大きな形での模擬バザーを開催します。とても楽しみになりました。

３年生部活動 卒業アルバム写真撮影（７／５・６）
３年生は卒業アルバムの部活動写真を撮
影しました。各部、３年間汗を流してき
たユニフォームに身を纏い、凜々しい顔
で写真に収まっていました。３年間と言
ってもこれまでいろいろなことがありま
した。万感がこみ上げてきますね。これ
まで本当によく頑張ってきたと思いま
す。いい顔をして「ハイチーズ！」

三者懇談会（７／１３～）
７月１３日から 三者懇談会が始まります。保護者の皆様には大変暑い中ですが、ご足労をおかけいたしま
す。何卒宜しくお願いいたします。
待ち時間には学校評価アンケートのご協力をお願いいたします。

ちょっと良い話 「江戸しぐさならぬ淀しぐさ」
江戸時代に生きた人々の中で、他人への思いやりを表すいくつかの所作を「江戸しぐさ」と呼んでいまし
た。その中のひとつに「傘かしげ」というものがあります。雨の日に互いの傘を外側に傾け、ぬれないよ
うにすれ違うことです。これは相手のことを思いやる優しさから来るものであります。
ある雨の日に、校門前であいさつをしていますと２年生の男子が通りがかったのですが、少し人が重なり
一瞬だけ狭い空間になりました。そこでちょうど私の前を通ったその生徒は、本当にさりげなく、傘を少
しだけたたみ、また通り過ぎると広げて通っていきました。もちろん気持ちの良いあいさつも忘れなかっ
たことはいうまでもありません。こうした思いやりのしぐさを見て、まさしく「江戸しぐさならぬ淀しぐ
さ」だなあと、朝から嬉しい気持ちになりました。 少しの思いやりでお互いが気持ちよく過ごせます。




